
  

 

 

 

 

部
と
と
も
に
、
岩
屋
毅
外
務
大
臣
へ
の
申

し
入
れ
に
臨
み
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
・
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
後
に
、
諸
外
国
・
地
域
が
導
入
し

た
日
本
産
農
林
水
産
物
・
食
品
に
対
す

る
輸
入
規
制
措
置
を
行
い
、
未
だ
に
中

国
、
香
港
、
マ
カ
オ
、
ロ
シ
ア
な
ど
一
部
の

国
々
が
そ
れ
ら
規
制
を
維
持
し
て
い
る

現
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
科
学
的
根

拠
に
基
づ
か
な
い
も
の
で
全
く
受
け
入
れ

ら
れ
ず
、
輸
入
規
制
の
撤
廃
に
向
け
て
政

府
・
与
党
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

引
き
続
き
、
日
本 

産
水
産
物
等
の
輸
入 

規
制
撤
廃
に
向
け
し 

っ
か
り
と
取
り
組
ん 

で
ま
い
り
ま
す
。 

 

日
頃
か
ら
、
皆
様
に
は
私
の
政
治
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支

援
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
国
会
よ
り
、
内
閣
委
員
会
の
次
席
理
事
に
就
任
し
ま
し
た
。
委
員
会
運
営
に

深
く
関
与
す
る
と
と
も
に
、
野
党
側
か
ら
提
案
さ
れ
る
法
案
の
附
帯
決
議
案
に
つ

い
て
、
野
党
側
の
提
案
も
踏
ま
え
、
与
党
や
関
係
省
庁
と
の
調
整 

の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

内
閣
委
員
会
で
は
、
内
閣
及
び
内
閣
府
、
人
事
院
、
宮
内
庁
、 

国
家
公
安
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
を
取
り
扱
い
ま
す
。 

４
月
18
日
の
本
会
議
で
は
、
自
民
党
を
代
表
し
て
、
い
わ
ゆ
る 

「
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
法
案
」
に
つ
い
て
、
政
府
側
か
ら
の
趣 

旨
説
明
に
対
す
る
質
疑
を
石
破
総
理
、
平
デ
ジ
タ
ル
担
当
大
臣 

に
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
５
月
15
日
の
内
閣
委
員
会
で
は
、
ア
ク
セ
ス
・
無
害 

化
措
置
の
実
装
化
に
向
け
た
石
破
総
理
の
決
意
と
通
信
情
報 

の
分
析
を
始
め
と
す
る
サ
イ
バ
ー
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
能
力
の 

抜
本
的
強
化
に
向
け
、
政
府
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
体
制
を
構 

築
し
て
い
く
考
え
か
、
石
破
総
理
の
決
意
を
質
し
ま
し
た
。 
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本
会
議
、
内
閣
委
員
会
で
石
破
総
理
を
質
す
！

山
本
啓
介
政
経
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

２
月
15
日
、
出
島
メ
ッ
セ
長
崎
に
て
、
初
め
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。  

 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

  
 

公
講
師
と
し
て
岸
田
文
雄 

第
１
０
０
、
１
０
１
代
内
閣
総
理
大
臣
を

お
招
き
し
て
、
「
経
済
と
外
交
」
に
つ
い
て
総
理
在
任
中
の
お
話
も
含

め
、
大
変
詳
し
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。  

 
 
  

 
   

 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
 

ま
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

  
 
  

 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
 

嶋 
 

嶋
島
よ
り
一
歩
出
た
と
き
か
ら
、
「
乾
坤
一
擲
」
常
に
覚
悟
一
つ
で
歩

い
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
皆
様
の
声
を
、
政
策
決
定
の
場
で
実
現
に

向
け
て
発
言
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

  

長
崎
市
内
道
路
整
備
促
進
を
要
望 

鈴
木
長
崎
市
長
、
岩
永

長
崎
市
議
会
議
長
と
共

に
、
国
道
34
号
、
２
０
２

号
、
４
９
９
号
等
の
幹
線

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の

交
通
安
全
対
策
の
整
備
、

橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
・
舗
装
等 

の
老
朽
化
対
策
推
進
な
ど
、
長
崎
市
の
道
路
整

備
の
推
進
と
予
算
確
保
に
つ
い
て
、
高
橋
克
法 

国
土
交
通
副
大
臣
へ
要
望
の
申
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。 

 

自
由
民
主
党 
水
産
総
合
調
査
会
・
水
産
部 

自
由
民
主
党 
水
産
総
合
調
査
会
・
水
産
部

会
で
と
り
ま
と
め
た
「
日
本
産
水
産
物
等
の
輸

入
規
制
撤
廃
に
向
け
た
外
交
努
力
に
関
す
る
決

議
」
を
携
え
、
小
泉
進
次
郎
会
長
を
は
じ
め
、
幹

日
本
産
水
産
物
等
の
輸
入
規
制 

撤
廃
を
申
入
れ 

質疑の様子は上↑の QR コードからご覧いただけます 

内閣委員会 本会議 



 

○
内
閣
委
員
会
（
４
月
３
日
）
風
営
法
改
正
案 

☆
売
掛
金
・
立
替
金
等
の
禁
止
や
上
限
規
制
を
盛
り
込
ま
な
か
っ
た
理
由 

☆
被
害
防
止
の
観
点
か
ら
悪
質
な
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
事
例
や
道
徳
観
に
関
す

る
教
育
を
充
実
さ
せ
る
必
要
性 

☆
悪
質
な
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
へ
の
注
意
喚
起
の
観
点
か
ら
被
害
者
や
社
会
経
験

の
乏
し
い
年
齢
層
に
届
く
広
報
啓
発
の
取
組 

○
本
会
議
（
４
月
18
日
）
サ
イ
バ
ー
対
処
能
力
強
化
法
案
、
同
整
備
法
案 

☆
脅
威
の
現
状
と
本
法
案
の
必
要
性 

☆
通
信
情
報
取
得
の
同
意 

☆
ア
ク
セ
ス
・
無
害
化
措
置 

☆
組
織
・
体
制
整
備
を
支
え
る
人
材
の
確
保
と
育
成 

○
議
院
運
営
委
員
会
（
４
月
23
日
）
同
意
人
事 

☆
人
事
院
人
事
官
候
補
者
・
川
本
裕
子
氏
へ
の
質
疑 

○
内
閣
委
員
会
（
４
月
24
日
） 

サ
イ
バ
ー
対
処
能
力
強
化
法
案
、
同
整
備
法
案 

☆
ア
ク
セ
ス
・
無
害
化
措
置
及
び
脅
威
全
般
に
お
け
る
警
察
と
自
衛
隊
の
連

携
の
在
り
方 

☆
ア
ク
セ
ス
・
無
害
化
措
置
が
武
力
攻
撃
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の

平
大
臣
の
見
解 

☆
耐
量
子
計
算
機
暗
号
へ
の
技
術
的
安
全
性
確
認
の
状
況
及
び
移
行
対
応

に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解 

○
地
方
創
生
及
び
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会 

（
４
月
25
日
） 
第
15
次
地
方
分
権
一
括
法
案 

☆
地
方
分
権
に
お
け
る
地
方
の
要
望
を
踏
ま
え
た
規
制
緩
和
と
制
度
設
計

の
重
要
性 

☆
地
方
創
生
の
取
組
に
お
け
る
提
案
募
集
方
式
の
知
見
の
活
用
と
体
制
強

化
の
必
要
性 

☆
人
的
交
流
を
含
め
て
国
と
地
方
が
寄
り
添
っ
て
実
態
に
ふ
さ
わ
し
い
地
方

創
生
を
行
う
こ
と
へ
の
伊
東
大
臣
の
見
解 

○
内
閣
委
員
会
（
５
月
15
日
） 

サ
イ
バ
ー
対
処
能
力
強
化
法
案
、
同
整
備
法
案 

〇
内
閣
委
員
会
（
５
月
22
日
） 

Ａ
Ｉ
法
案 

☆
参
考
人
の
意
見
陳
述
に
対
す
る
質
疑 

 

自民党中央政治大学院副学院長と

して、石黒大阪大学大学院教授と 

3 月 

宮中鴨猟（新浜鴨場）２月 
自由民主党 水産総合調査会水
産業強靭化 PT 座長就任 ２月 

山本啓介 日々の活動（2025年 2月～３月・抜粋） 

 

長崎県保育協会 水田会長と役
員の皆様 ３月 

 

町 
長 崎 事 務 所 

 

今
国
会
（
１
月
24
日
～
６
月
22
日
）
の
質
問
回
数
は

13
回
（
５
月
22
日
時
点
）
と
参
議
院
自
民
党
議
員
と
し

て
ト
ッ
プ
の
記
録
を
更
新
中
。即
戦
力
と
し
て
、国
民
、

長
崎
県
内
の
声
を
し
っ
か
り
と
政
府
等
に
届
け
て
い
ま

す
。 

 

○
議
員
運
営
委
員
会
（
２
月
４
日
）
同
意
人
事 

☆
会
計
検
査
院
検
査
官
候
補
者
・
挽
文
子
氏
へ
の
質
疑 

○
国
民
生
活
・
経
済
及
び
地
方
に
関
す
る
調
査
会
（
２
月
５
日
） 

「
誰
も
が
取
り
残
さ
れ
ず
希
望
が
持
て
る
社
会
の
構
築
」
の
う
ち
、
社
会
経

済
、
地
方
及
び
国
民
生
活
に
お
け
る
希
望
の
実
現
（
希
望
が
持
て
る
雇
用
・

労
働
環
境
の
整
備
）
に
つ
い
て
、
参
考
人
か
ら
の
意
見
陳
述
に
対
す
る
質
疑 

☆
仕
事
と
生
活
の
両
立
に
係
る
課
題
解
決
を
企
業
に
促
す
際
に
必
要
な
行
政 

側
の
留
意
点 

☆
我
が
国
に
お
け
る
社
会
保
障
の
観
点
を
含
め
た
賃
金
格
差
の
発
生
要
因
に

つ
い
て
の
参
考
人
の
見
解 

☆
親
元
で
暮
ら
し
就
労
に
よ
る
経
済
的
自
立
が
困
難
な
中
高
年
層
に
向
け
て

実
施
す
べ
き
施
策 

○
予
算
委
員
会
（
３
月
12
日
）
一
般
質
疑 

☆
水
産
業
の
現
状
に
対
す
る
認
識
並
び
に
予
算
及
び
人
員
拡
充
の
必
要
性 

☆
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
と
新
幹
線
の
接
続
に
よ
る
地
方
創
生 

☆
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
の
建
造
体
制
強
化 

○
内
閣
委
員
会
（
３
月
13
日
） 

内
閣
の
重
要
政
策
及
び
警
察
等
に
関
す
る
調
査 

☆
犯
罪
被
害
者
等
施
策
を
一
層
推
進
す
る
必
要
性 

☆
マ
イ
ナ
免
許
証
の
取
組
状
況
と
モ
バ
イ
ル
化
に
向
け
た
取
組 

☆
我
が
国
の
運
転
免
許
証
を
犯
罪
に
利
用
す
る
等
の
外
免
切
替
制
度
に
起
因 

す
る
懸
念
事
項
に
対
す
る
認
識 

○
地
方
創
生
及
び
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会 

（
３
月
25
日
）
令
和
７
年
度
総
予
算
（
３
案
）
の
委
嘱
審
査 

☆
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
に
対
す
る
デ
ジ
タ
ル
大
臣
の
所
見 

☆
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
の
現
状
に
対
す
る
デ
ジ
タ
ル
大
臣
の
認
識 

☆
災
害
時
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活
用
の
取
組
状
況
と
今
後
の
見
通
し 

○
憲
法
審
査
会
（
４
月
２
日
）
意
見
交
換 

☆
自
衛
隊
に
つ
い
て
、
国
内
に
お
い
て
戦
力
で
は
な
い
と
さ
れ
曖
昧
な
存
在
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
た
め
、
憲
法
に
明
記
し
、
民
主
政
治
の
下
に
明
確
に
位

置
付
け
る
べ
き
と
の
意
見 

地元漁師と共に自民党水産総
合調査会小泉会長への要望に
同行 ２月 

今
国
会
質
問
回
数
13
回

参
議
院
自
民
党
議
員
で
ト
ッ
プ
の
記
録
を
更
新
中

 


